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 研究結果 
 
本研究が拙稿「高度経済成長期における中国企業のトップマネジメントの二十四時間――「時間

の投入」から見る中国企業のトップマネジメントの役割――」（『国際ビジネス研究学会年報2008
年』に掲載）に基づいて、日中経営比較に推進してきたものである。 
 
本研究の結果について、まず第一に、企業経営者（トップマネジメント）の役割や「時間投入」

に関する研究文献をレビューすると、1951 年に行った Sweden の Uppsala 大学 の Sune Carlso

n 教授の実証研究がそのもっとも先行的な研究であろうと見える。Sune Carlson（1951）は 9人

のスイデン企業のトップマネジメントと 1名のフランス企業のマネジャーを対象に観察法を用いて

企業のトップマネジメントの行動の特徴をまとめていた。それ以来、欧米の研究者はトップマネジ

メントの役割や時間投入について次々と研究成果を出てきたが、ほぼ観察法や仕事日記などの研究

方法に限り、アンケートやインタビューを通じて研究するものが John P. Kotter（1982）の１

つに過ぎなかったのである。また欧米企業の経営環境と文化に限られた結論だけをしていて、日本

や中国にはそのテーマに関する研究があまりに少なかったのであります。 

 

第二に、従来の経営者の役割に関する研究が一般的に研究者の主観的判断によって行われること

である。それに対して、「投入時間」というデータを分析する視点から経営者の役割を判断するの

は新しいアプローチの方法といえる。すなわち、経営者がトップマネジメントとしての役割を果た

すかどうかは、彼らが毎日経営者として有効な時間を経営の為にいくら投入したかによって判断す

べきであり、そして、その有効な時間の投入によって、彼らがどのような役割を果たしているのか

を分析すべきだ、ということである。 

 
第三に、実務的立場から見れば、市場競争の先頭に立って、世界的金融危機が深刻化になってき

た今日の経営環境において、日中両国の経営者がどのように「時間投入」をしているのか、どうい
う役割を果たしているのか、その特徴がどう違うのか、本研究の調査結果が出てきた。アンケート
やインタビューを通じて、本研究が下記の四点が発見し証明されたと考えられる。 
１、 日中両国のトップマネジメントの平均仕事時間は、10-12時間が全体的に見ればその一般

的であり、その差があまり見えられなかったのである。すなわち、日中両国のトップマ
ネジメントの長時間働き、精勤ぶりが目立っているということである。 

２、 戦略管理は中国企業のトップマネジメントが最も重要視された仕事である。すなわち、
経営戦略策定を仕事の中心と位置つけられて、急激な企業競争や市場環境、政府政策な
どの変化を即時に応じるのが中国企業のトップマネジメントにとって一番たいへんな仕
事であるとかんがえられる。それにたいして、日本企業のトップマネジメントは仕事の
重点が部下の指導、激励、および社内会議の出席などに置いているのである。特に、従
来の観点と違って、日本企業のトップマネジメントが中国企業のトップマネジメントと
同じく、社内会議を重視し、様々な会議によって経営指令や情報を発布、受け取るのに
なって、外部関係者と情報を交換し、部下を指導激励している。 

３、 時間の投入から見た中国企業のトップマネジメントの役割は、戦略策定者、戦略経営者
（Strategic manager）、経営リーダー、指導者（leader）、従業員激励専門家（motiva
tor）、そして社会活動家（Social communicator and actor）などという順番になって
いるのに対して、日本企業のトップマネジメントの役割は、経営リーダー、指導者（lea
der）、従業員激励専門家（motivator）、戦略策定者、戦略経営者（Strategic manager
）、そして社会活動家（Social communicator and actor）などという順番になっている
。 

４、 日中企業のトップマネジメントの時間投入や役割の異なった原因について、要するに、
所在国の経済発展段階や企業の発展段階、政治や法律や市場など企業を取り巻く経営環
境、そして企業理念と目標などと関連させる。 

 
本研究は企業調査と国際比較研究によって、時間投入の視点から見た日中企業経営者役割の異

同を明らかにすると同時に、日中企業の競争力とくに経営力の源泉を少しでも解明され、企業経営
者を含めるコーア人的資源の能力開発、リーダーチップ発揮、経営力や競争力の再構築などに示唆
をした。 
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